
Hokkaido パフォーマンステスト参考資料
（指導者用資料）

本資料は、北海道の高等学校英語教育において、「指導と評価の一体

化」や、英語によるコミュニケーションができる生徒の育成を図る際の参

考となるように、本道の中学校の先生と高校の先生が協力し、生徒の習

熟度別に作成したものです。

英語教育実施状況調査では、各学校における「話すこと」や「書くこと」

の発信力を測るパフォーマンステスト等の実施状況が上昇傾向にあり、

先生方の言語活動及びその評価への意識は確実に高まっています。

本資料が、先生方の授業改善に活用され、生徒の学習状況等が改善

されることを期待しています。
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※事例は、各領域において、下記のレベル
に分けて作成しています。

●アドバンストモデル
●ベーシックモデル
●コアアビリティモデル 易

難
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１ 本参考資料の活用方法

１ 作成に至る経緯
英語教育実施状況調査では、生徒の英語力に影響を与える活動として、以下

のような内容が示されている。

「生徒の言語活動の割合」
「英語教師の英語力や発話の割合」
「ICTの活用（発表や話すことにおけるやり取りをする活動）」

北海道教育委員会では、「生徒の言語活動の割合」に注目し、この割合を増加
させるための一助となる参考資料を作成することとしました。先生方には、本参考
資料にある北海道の先生方の事例を参考に、自らの授業を顧み、生徒の言語活
動の充実のためにご活用いただけると幸いです。

１ 本参考資料の活用方法

２ 本参考資料の特徴
本資料は、以下の内容で構成されており、目的別に活用することが可能です。

Ａモデル（アドバンスト）
・英語における発信技能において、選抜性の高い進学先や難易度の高い外部検定試験に対応するために必要な
資質・能力が十分に身に付いているかを把握する。

Ｂモデル（ベーシック）
・英語における発信技能において、高等学校段階における基礎的な学習の達成の程度を測るとともに、大学教育等を
受けるために必要な資質・能力が十分に身に付いているかを把握する。

Ｃモデル（コアアビリティ）
・英語における発信技能において、義務教育段階の学習内容を含め、高校における基礎的・基本的資質・能力が
十分に身に付いているかを把握する。

「話すこと（やり取り）」、「話すこと（発表）」及び「書くこと」の３領域におけるパ
フォーマンステストの事例を掲載しており、事例には、パフォーマンステストで活用
できる資料や、実際の生徒の発話及び採点の例も掲載しています。
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２ 参考事例

１ Ａモデル
事例１ 話すこと[やり取り]・ディスカッション
事例２ 話すこと[発表]・ディスクリプション（説明）
事例３ 書くこと（社会的な話題・論証文）

２ Ｂモデル
事例１ 話すこと[やり取り]・質疑応答
事例２ 話すこと[発表]・グループプレゼンテーション
事例３ 書くこと（日常的な話題・意見文）

３ Ｃモデル
事例１ 話すこと[やり取り]・質疑応答
事例２ 話すこと[発表]・スピーチ
事例３ 書くこと（日常的な話題・見学旅行の思い出）

本参考資料の作成協力者
【中学校】

所 属 名 職 名 氏 名 担当モデル

滝川市立名苑中学校 教諭 清水 博之 Ｂ

和寒町立和寒中学校 教諭 松橋 晃輔 Ａ

標津町立標津中学校 教諭 高松 大地 Ｃ

【高等学校】

所 属 名 職 名 氏 名 担当モデル

北海道岩見沢東高等学校 教諭 江草 千春 Ｃ

北海道札幌南高等学校 教諭 大塚 徹 Ａ

北海道札幌国際情報高等学校 教諭 高西 貴幸 Ａ

北海道倶知安高等学校 教諭 土生紘太郎 Ｂ

北海道鵡川高等学校 教諭 秋田 泰 Ｃ

北海道函館中部高等学校 教諭 木村 圭祐 Ａ

北海道旭川工業高等学校 教諭 本川 真幸 Ｃ

北海道士別翔雲高等学校 教諭 志知 英尚 Ｂ

北海道礼文高等学校 教諭 中谷 亮太 Ｂ

【北海道教育庁】

所 属 名 職 名 氏 名 担当モデル

北海道教育庁
学校教育局高校教育課 主査 加藤 洋平 総括

北海道教育庁
学校教育局高校教育課 主査 千葉のぞみ 総括

檜山教育局
高等学校教育指導班 指導主事 遠藤 友洋 Ｃ

宗谷教育局
高等学校教育指導班 主査 石山 智浩 Ｂ

十勝教育局
高等学校教育指導班 指導主事 加藤 渉 Ａ
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